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１．法人の概要 

 名 称  学校法人 城地学園（昭和５１年３月１９日法人設立） 

 代表者  理事長 城地 汪洋子     

 住 所  河内長野市末広町６２３－２３   

 電 話   

 ＦＡＸ 

 設置する学校  

 （１）住 所 河内長野市末広町６２３－２３ 

    名 称 認定こども園 くすのき幼稚園 

 （２）住 所 枚方市宮之阪４－５０－１ 

    名 称 楠京阪幼稚園 

 役 員 

    理 事 ６名 

    監 事 ２名 

 評議員   １３名 

 理事会    ３回開催 

 評議員会   ３回開催 

 職 員   ５６名（くすのき幼稚園） 

       ６４名（楠京阪幼稚園） 

２．事業の概要 

（くすのき幼稚園）  

≪園児数≫ 

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

園児数 園児数 園児数 園児数 園児数 園児数

2022年度 3 10 12 58 60 71 214

2023年度 3 10 12 70 49 59 203

園児数計

 

 ≪保育時間≫ 

  月～金曜日 午前９時～午後２時 

  土曜日   休園（第１土曜日は自由登園 午前９時～午後０時） 

≪諸費用≫  

項目 １号認定 ２号認定 

入園準備金    ２０，０００円   ２０，０００円 

施設設備費    ３０，０００円   ３０，０００円 

入園検定料     ３，０００円     ３，０００円 

保育料（月額） 河内長野市が定める金額 河内長野市が定める金額 

給食費（月額）   ５，８００円  ８，０００円 

教育充実費（月額）     ３，５００円     ３，５００円 

環境整備費（月額）     ３，２００円      ― 



 

 ≪預り保育≫ 

  月～金曜日 午後２時～午後６時 

 ≪行事予定≫ 

   始業式、入園式、家庭訪問、身体検査、避難訓練、遠足、歯科検診、参観日、プ

ール開き、七夕の集い、終業式、夏休み、始業式、お月見、運動会、遠足、ハロー

イン、おもちつき、クリスマス会、終業式、冬休み、始業式、カルタ会、節分、生

活発表会、ひなまつり会、お別れ会、卒園式、修了式 

 ≪施設関係≫ 

  側溝・外壁清掃、ゴムチップ舗装工事を実施。遊具、雲梯の取得。 

≪設備関係≫ 

  パソコン、園児用テーブル、iPad の取得。車両の買い替え。 

消防設備、浄化槽等の保守・点検のための修繕費を計上。 

   

（楠京阪幼稚園） 

 ≪教育方針≫ 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 6 150 5 175 5 175 16 500

2021年度 7 144 5 123 5 137 17 404

2022年度 7 148 5 128 5 124 17 400

2023年度 7 137 6 131 5 129 18 397

クラス数計 園児数計
３歳児 ４歳児 ５歳児

 

 ≪保育時間≫ 

  月～金曜日 午前９時～午後２時 

  土曜日   休園（第１土曜日は自由登園 午前９時～午後０時） 

 ≪納付金≫ 

  保育料   年額３００，０００円（１２分割均等納付） 

  給食費   月額  ４，４９２円 

  バス維持費 月額  ３，５２０円 

 ≪入園時の費用≫ 

  検定料       ３，０００円 

  入園準備金    ２０，０００円 

  施設費      ２５，０００円 

 ≪預り保育≫ 

  月～金曜日 午後２時～午後６時 

 ≪行事予定≫ 

   始業式、入園式、家庭訪問、身体検査、避難訓練、遠足、歯科検診、参観日、プ

ール開き、七夕の集い、終業式、夏休み、始業式、お月見、運動会、遠足、ハロー

イン、おもちつき、クリスマス会、終業式、冬休み、始業式、カルタ会、節分、生



活発表会、ひなまつり会、お別れ会、卒園式、修了式 

 ≪施設関係≫ 

   柵改修工事、園内改修・修繕工事、汚水桝改良工事の実施。 

≪設備関係≫ 

   かんたんテント、園児机の取得。消防設備保守・点検のための修繕費を計上。 

  

≪事業報告≫ 

２０２２年度も、新型コロナウイルスの感染は治まることなく続いていたが、感

染症対策を行いながら保育及び行事を実施した。新型コロナウイルスについては、

２０２３年５月８日に感染症法上の２類相当から季節性インフルエンザ等の５類

へと分類変更されたが、状況をみながら対応し、園全体の安全を第一に運営してい

くこととする。 

婚姻率（人口千人当たりの婚姻件数）が、新型コロナウイルスの影響により、２

０１５年～１９年の平均４.９から、２０２０年は４.３、２０２１年４.１と低下し、

わが国は、結婚しないと出産しにくい社会であるため、婚姻数の低下が出生率にも

響き、それに加えて既婚女性の出産控えもあり、２０２２年の出生数は、７９万９

千人（日本人の確報ベースでは７７万人）となった。超少子化が進んでいる中、未

婚女性が将来希望する子どもの数が平均１.５８人と２人を下回る状況になり、この

ままでは少子化が想定以上に加速すると考えらえる。 

このような中、岸田総理大臣は、出生率を反転させるため、従来と次元の異なる

少子化対策の実現を表明し、４月に子ども家庭庁をスタートさせ、「こども未来戦

略会議」を開催し、６月の骨太方針までに将来的なこども・子育て予算の倍増に向

けた大枠を示す決意を改めて表明した。政府の少子化対策については今後も注目し

つつ、少子化の中でも園児を確保できるよう、園児募集や園の在り方について検討

を重ねていくこととする。 

一方、教職員採用については、厳しい状況が続いており、府内の養成校において

は、募集定員を大幅に割り込み、学園存亡の危機を迎える状況となっている。採用

不安の解消は程遠い状況であるため、優秀な教職員の確保ができるよう、採用方法

についても検討を続けている。 

また、第２１１回国会において、私立学校法の改正が衆議院で可決され、「執行

と監視・監督の役割の明確化・分離」の考え方から、評議員・評議員会の権限強化

の見直しが中心に、寄付行為の全面改訂の手続きが予定される。 

２０１５年４月より子ども子育て支援新制度がスタートしたが、大阪府では移行

が進み、２０２３年４月には６割近い園が新制度に移行し、１６０園が私学助成で

事業の継続を予定している。 

くすのき幼稚園は、２０１７年度より新制度に移行して園を運営をしており、 

楠京阪幼稚園は、私学助成を継続して園を運営している。 

自己評価については、確実に実施し公表しているが、その自己評価の内容を、学

校関係者評価委員会で十分検討して頂き、別紙のとおり纏め公表に努めた。 



財務状況については、くすのき幼稚園では、事業活動収支計算書での教育活動収

入計が２４５，５７７千円（前年度２７９，１０８千円）、教育活動支出計が２６

６，２９０千円（前年度２７４，５６６千円）となり、教育活動収支差額△２０，

７１３千円のマイナス（前年度４，５４２千円のプラス）、経常収支差額比率△８．

４３％（前年度１．６３％）となった。 

また、人件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は６３．７７％

（前年度５７．３３％）となった。 

楠京阪幼稚園では、事業活動収支計算書での教育活動収入計が３４１，００１千

円（前年度３２９，４３０千円）、教育活動支出計が３１２，３０２千円（前年度

２８９，５８２千円）となり、教育活動収支差額２８，６９８千円（前年度３９，

８４８千円）、経常収支差額比率８．４２％（前年度１２．１０％）となった。 

また、人件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は、５８．５

１％（前年度５８．６８％）となった。 

学園全体では、経常収支差額が７，９９２千円（前年度４４，４０６千円）とな

った。 

資金繰りについては、翌年度繰越支払資金は、当年度の保持すべき資金（第４号

基本金）の額を相当上回る額の支払資金を保持できているので、資金繰りは問題な

い。 

 

３．財務状況 

  別紙参照 


